














2020 年 5 月 10 日（日） 第 43 回シアター公演「音楽のクロスロード　歌の玉手箱」
2020年5月30日（土）～7月18日（土）春期特別展「ほとけのヘアスタイル―それは単なるオシャレではない―」
2020 年 6 月 13 日（土） 春期特別展関連講演会「ほとけのカミ―オシャレの向こう側」
2020 年 11 月 7 日（土） 秋期特別展関連イベント「広沢大茶会」
2021 年 1 月 23 日（土） 第 44 回シアター公演「祝福芸　万歳―安城の三河万歳―」
2021 年 2 月 23 日（火・祝） 第 45 回シアター公演・学術シンポジウム「竹田聴洲フィルム資料デジタル化事業」
2020年３月３日から８月31日まで、新型コロナウイルス感染防止のため、臨時休館した。


























































図 1-1　秋期企画展チラシ 図 1-2　冬期企画展チラシ
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図 2-1　9/26 上映会チラシ 図 2-2　2/6 シンポジウムチラシ
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４．その他の学術講座


















齊藤　隆信 浄土宗文化 仏教学部特別任用教員（教授） 浄土宗と戒律
佐古　愛己 歴史文化 歴史学部准教授 広沢池を中心とする平安京北西部郊外の歴史と文化に関する基礎的研究
宮澤　知之 歴史文化 歴史学部教授 中国貨幣文化経済史の研究























れた「整地ローラー」、スポーツ系の部活動の様子がうかがえる昭和 10 年度と昭和 12 年
度の「佛教専門学校卒業アルバム」の計３点のパネルを出展した。
京都市内博物館施設連絡協議会
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味を凝縮した数滴を喫す「滴々のお茶」が煎れられる。そのような煎茶の歴史・伝統のエッ
センスを紹介した。
５.「民俗芸能を担う若者たち」
地域の大人たち、若者たち、子どもたちへと時代の状況に対応しながら伝承されてきた
民俗芸能は、少子高齢化や後継者不足、伝統や地域行事をめぐるまなざしの多様化などの
社会状況の変化によって危機的状況に陥り、明日へと向かうなかで岐路に立たされている。
こうした現状が地域をこえて問題共有されるようになった。当館では、このような問題意
識を背景に、2019 年度に「民俗芸能のネクストジェネレーションズ」というシリーズ公
演を立ち上げた。
本コンテンツでは、シリーズ第１回目の公演で招聘した嵯峨大念佛狂言保存会とその若
手育成の場である嵯峨狂言クラブの子どもたちの活動にスポットを当て、同保存会の若手
育成の取り組みについて紹介した。
６.「円頓戒―どう伝え、どう持つ？―」
新型コロナウイルス感染拡大防止のためオンライン開催としたシンポジウムの映像を公
開した。
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